
空
海

と
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
に
お
け
る
位
相
的
原
理

の
考
察

(
吉

原
)

空
海

と
ホ

ワ
イ
ト

ヘ
ッ
ド
に
お
け

る
位
相
的
原
理

の
考
察

吉

原

螢

覚

「有
機
体
の
哲
学
」
と
自
称
し
て
、
西
欧
の
伝
統
的
な
経
験
論
と
合

理
論
と
の
新
し
い
綜
合
を
企
図
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
包
括
的
形
而

上
学
体
系

は
、
そ
の
主
著

<過
程
と
実
在

(
P
r
o
c
e
s
s
 
a
n
d
 
R
e
a
l
i
t
y
)
〉

に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
形
而
上
学
に
お
い
て

は
、
物
理
学
的
意
味
で
の

「場
の
焦
点
的
な
部
分
」
を
形
而
上
学
的
に

一
般
化
し
、
意
識
的
主
体
か
ら
物
理
的
物
体
ま
で
あ
ら
ゆ
る
実
在
的
事

物
を
包
括
す
る
た
め
に
、
西
欧
伝
統

の
実
体
概
念
と
は
異
質
な
、
過
程

的
出
来
事
的
な
現
実
的
機
縁

(
A
c
t
u
a
l
 
O
c
c
a
s
i
o
n
)
が

世
界
を
構
成
す

る
究
極
的

な
実
在
と
し
て
の
現
実
的
統
体

(
A
c
t
u
a
l
 
E
n
t
i
t
y
)
で

あ
る

と
い
う
新
構
想
が
提
示
さ
れ
、
統

一
場
の
理
論
に
お
い
て
、
無
数
の
「場

(
f
i
e
l
d
)
」
が

重
な
り
あ
い
交
互
に
作
用
し
あ
う
な
か
で
、
そ
の
活
動
の

強
烈
な
焦
点
的
な
部
分
が
従
来

の
物
質
的
実
体
に
相
当
し
て
い
る
よ
う

に
、
彼

の

「現
実
的
統
体
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
過
程

(
p
r
o
c
e
s
s
)
」

の
組
織
体

(有
機
体

o
r
g
a
n
i
s
m
)
と

し
て
完
全
に
相
互
依
存
的
な
出
来

事

(
e
v
e
n
t
)
で

あ
る

「
現
実
的
機
縁

」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し

か
も
自
然
を
構
成
す
る
多
様
な
過
程
の
交
互
作
用
は
、
高
次
の
機
能
と

し
て
人
間
的
心
性
を
も
含
む
ゆ
え
、
人
間
的
心
性
を
高
次
の
発
現
形
態

と
す
る
交
互
作
用
の
類
型
が
、
あ
ら
ゆ
る
現
実
的
統
体
に
内
在
す
る
と

考
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
物
心

一
元
的
な
世
界
把
握
が
企
図
さ
れ
て
い

る
。
彼

の

「有
機
体
の
哲
学
」
は
、
徹
底
的
に
人
間

の
経
験
を
自
然
の

内
部
の
一
事
実
と
し
て
考
え
る
形
而
上
学
な
の
で
あ
る
。

ホ
フ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、
現
実

の
世
界
は
、

そ
れ
の
統

一
の
中

心
を
自
己
自
身
の
内
に
で
は
な
く
、
諸
多

の
機
縁

の
な
か
に
見
出
す
の

で
あ
り
、
世
界
の
位
相
的
統

一
点
は
、
相
互
依
存
的
な
出
来
事
と
し
て

の

一
々
の
現
実
的
機
縁
で
あ
る
。
現
実
の
世
界

は
現
実
的
機
縁
に
相
対

的
な
世
界
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
過
程
で
あ
り
、
そ
の
過
程
は
諸
多
の

現
実
的
機
縁
の
生
成
で
あ
る
。
現
実
的
機
縁
は
、
生
成
の
過
程
と
し
て

の
世
界
か
ら
始
現
し
、
そ
こ
で
現
成
す
る
。
そ
の
意
味
で
現
実
的
機
縁

は
創
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
創
造

の
主
体
も
成
果
も
世
界
そ
れ

自
身
で
は
な
く
、
諸
多
の
新
し
い
機
縁
で
あ
る
。
生
成
の
過
程
と
し
て

の
世
界
は
、
そ
の
つ
ど
生
成

の
ユ
ニ
ゾ
ン

(
U
n
i
s
o
 
B
o
m
i
n
g
)

と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
生
成
の
ユ
ニ
ゾ

ン
と
し
て
の
世
界
な
い
し
宇
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宙
は
、
そ
の
つ
ど
そ
れ
に
適
し
た
時
節
機
縁

(
E
p
h
a
l
 
O
c
c
i
o
n
)
を

も
ち
、
宇
宙
時

(
C
o
s
m
i
c
 
E
p
o
c
h
)
と

し
て
成
立
し
て
い
る
。
「今

こ

こ
」
は
、
そ
の
つ
ど
新
し
い
自
己
創
造

の
生
成
で
あ
る
。
自
己
同

一
化

と
自
己
多
様
化
と
は
、
創
造
的
自
己
限
定
の
両
面
で
あ
る
。
自
己
限
定

は
、
こ
の
二
つ
の
逆
方
向
の
同
時
同

一
の
出
来
事
と
し
て
成
立
し
て
い

る
。
現
実

の
世
界
は
、

一
方
で
は
諸
多
の
機
縁
す
な
わ
ち
多
様
な
対
照

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で

「
多
」
と
し
て
成
立
し
、

他
方
で
は
諸
多
の
機
縁
す
な
わ
ち
多
様
な
対
照
が
相
互
に
つ
な
が
り
全

体
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で

「
一
」
と
し
て
成
立
し
て

い
る
。
「
多
と
し
て
の
世
界
」
は
同
時
に

「
一
と
し
て
の
世
界
」
で
あ

り
、
世
界

は
い
わ
ば

二

即

一
切

(O
n
e
 
w
h
i
c
h
 
i
s
 
A
l
l
)
と

し
て
成
立

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
い
わ
ゆ
る

「経
験
」
と
は

「多
の
な
か
の

一
」

と
し
て
の

「
一
」
の
自
己
受
用
で
あ
る
。
こ
の
自
己
受
用
と
し
て
の
経

験

の
機
縁

(O
c
c
a
s
i
o
n
 
o
f
 
E
c
p
e
r
i
e
n
c
e
)
が
、

真

に
リ
ア
ル
な

「
現
実

的
機
縁
」

で
あ
り
、
宇
宙
論
構
成
上
の
根
源
的
基
軸
と
し
て
の
位
相
的

原
理

(
t
o
p
o
l
o
g
i
c
a
l
 
p
r
i
n
c
i
p
l
e
)
で

あ
る
。

一
々
の
機
縁
は
自
己
受
用

即
自
己
表
現
と
い
う
仕
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
を
超
え
た
も
の
に

か
か
わ
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

一
々
の
機
縁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身

の
直
接
的
な
自
己
実
現
に
つ
と
め
な
が
ら
、
自
分
自
身
を
超
え
て
い
る

宇
宙
と
か
か
わ
つ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
超
越
と
内
在
と
の
接
点
と
し

て
の
関
心

の
活
動

(
A
c
t
i
v
i
t
y
 
o
f
 
C
o
n
c
e
r
n
)
が
、

一
々
の
機
縁

と
し

て
の
経
験
で
あ
り
、
経
験
と
し
て
の
機
縁
で
あ
る
。
「
多
か
ら

一
へ
」
の

時
間
的
推
移
と

「
一
か
ら
多

へ
」
の
そ
れ
と
は
、
「
経
験

の
経
験
」
と

し
て
円
環
を
構
成
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
円
環

と
し
て
の
経
験
が
、

受
用
と
表
現
と
の
同
時
同

一
の
出
来
事
と
し
て
時
間
的
-
空
間
的
な
円

環
の
形
を
と
つ
て
現
成
す
る
。

こ
の
よ
う
な
時
間
的
-
空
間
的
な
円
環

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
が
そ
れ
ぞ
れ
経
験
の
事
実
と
し
て
現
成
す
る

「場
」
で
あ
る
。
こ
の
場
は
現
成
し
た
事
実
で
あ
り
、
経
験

の
円
環
性

の
事
実
と
し
て
顕
現
す
る
。
こ
の
意
味

で
円
環

と
し
て
の
場
は
、
経
験

と
し
て
の
出
来
事
で
あ
り
、
出
来
事
と
し
て
の
経
験

そ
れ
自
身

で
あ

る
。
し
か
も
現
実
の
世
界

は
、
多

く

の
身
現

の
機
縁

(
O
c
c
a
s
i
o
n
 
o
f

A
c
t
u
l
z
i
o
n
)
に

よ
つ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
身
現

の
機
縁

は

時
節
機
縁
と
し
て
特
定
の
時
処
に
お
け
る
特
定

の
出
来
事
で
あ
る
。
時

節
機
縁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
実

の
世
界

の
構
成
単
位

で
あ
る
と
と
も
に
、
本

性
上
す
べ
て
の
他
の
単
位
と
の
相
互
連
関
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
。

し
た
が
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
は
、
み
ず
か
ら

の
う
ち
に
全
宇
宙
を
映

し
出
す
小
宇
宙
で
あ
る
。
上
述

の
よ
う
に
、

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
哲
学

は
、
基
本
的
に
は
字
宙
論
的
構
成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
思

索
の
基
調
は
す
ぐ
れ
て
宗
教
的
で
あ
る
つ
し
か
も
そ
の
宇
宙
論
構
成
の

位
相
的
原
理
と
し
て
、現
実
的
統
体
と
し
て
の
現
実
的
機
縁
を
提
示
し
、

自
然
と
人
間
と
の
統

一
的
見
方
の
理
論
化
を
志
求
し
た
と
こ
ろ
に
、
ホ

ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
独
創
的
構
想
力

の
卓
越
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

 

ひ
る
が
え
つ
て
、
弘
法
大
師
空
海

の
<即
身
成
仏
義
>
に
掲
げ
ら
れ
た

空
海

と
ホ
ワ
イ
ト

ヘ
ッ
ド
に
お
け
る
位
相
的
原
理

の
考
察

(
吉

原
)
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空
海
と
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
に
お
け
る
位
相
的
原
理
の
考
察

(吉

原
)

「即
身
成
仏
頒
」

の
な
か
の
即
身

の
偶

〔六
大
無
碍
常
喩
伽

四
種
曼

茶
各
不
離

三
密
加
持
速
疾
顕

重

々
帝
網
名
即
身
〕
に
は
、
六
大
体

大

(生
命
)
・
四
曼
相
大

(象
徴
)
・
三
密
用
大

(加
持
)
の
体

・
相

・
用
三

大
が
円
融
無
碍
す
る
根
源
的
現
実

(曼
茶
羅
世
界
)
を

「我
即
法
界
、
我

即
法
身
、
我
即
大
日
」
(
<呼
写
義
>)
の
当
体
で
あ
る

「即
身
」
の
位
格

に
お
い
て
現
証
す
る
と
い
う
、
空
海

の
独
創
的
な

「
六
大
縁
起
」
の
現

実
的
生
命
思
想

(「即
事
而
真
、
当
相
即
道
」)
の
精
要
が
、
凝
収
的

に
見

事
に
表
現

さ
れ
て
い
る
。

六
大

〔地

・
水

・
火

・
風

・
空

(色
)
、
識

(心
)〕
に
は
、
わ
れ
わ
れ

の
感
覚
や
知
覚
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
常
住
不
変
の
法
爾
自
然

の
実
在

と
し
て
の

「能
造
の
六
大
」
で
あ
る

「法
然
の
六
大
」
と
、
わ
れ
わ
れ

の
認
識
の
対
象
と
な
り
う
る
、
生
滅
変
化
す
る
縁
起
的
現
象
と
し
て
の

「所
造
の
六
大
」

で
あ
る

「
随
縁
の
六
大
」
と
の
区
別

が
認

め
ら
れ

る
。
「随
縁
の
六
大
」
は
わ
れ
わ
れ
の
業
煩
悩
に
よ
つ
て
感
得

さ
れ
、

そ
れ
と
相
随
伴
し
て
縁
起
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
法
然

の
六
大
」
は
業

煩
悩
を
超
脱
し
た
諸
仏
諸
菩
薩

の
体
性
と
な
る
、
離
因
縁

・
超
観
待
の

不
生
不
滅

(本
不
生
)
の
実
在
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

「随
縁

の
六

大
」
は

「法
然
の
六
大
」
に
依
処
し
か
つ
不
離
の
関
係
に
あ
る
故
に
、

六
大
を
能
生
、
四
曼

・
三
密
を
所
生
と
し
て

一
応
の
区
別
が
成
り
立
つ

と
は
い
え
、
そ
れ
は
本
末

・
始
終

の
如
き
開
合

の
区
別
に
す

き
ず
、

体

・
相

・
用
の
三
大
は
三
即

一
、
一
即

三
の
関
係

で
あ
る
か
ら
、
所

詮
、
能
造
と
所
造
、

能
生
と
所
生
、
法
然
と
随
縁
、

そ
れ
ら
は
す
べ
て

即
身
に
お
い
て
二
而
不
二
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
六
大
縁
起
と
は
六
大

そ
の
ま
ま
が
諸
法
万
有
と
し
て
顕
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
縁
起

の
当
体

み
ず
か
ら
が
六
大
な
の
で
あ
る
。
諸
法
万
有
を
縁
起
的
に
創
造
し
て
い

る
働
き
が
六
大
で
あ
り
、
六
大

の
活
動
は
諸
法
万
有
の
縁
起
そ
の
も

の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
六
大
は
諸
法

(
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
)
の
体
性
で
あ

る
か
ら
、
六
大
は
諸
法
の
真
理
体

(存
在
そ
の
も
の
)
と
し
て
の
法
界
で

あ
り
法
身
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
諸
法
の
縁
起

と
し
て
の
六
大
縁
起

は
、
六
大
法
界
ま
た
は
六
大
法
身

の
具
体
的
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
は

一

者
と
し
て
の
実
在
の
自
己
限
定
と
し
て
の
多
者

で
は
な
く
、
多
者
こ
そ

無
限
定
の
実
在
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
現
実
的
経
験
の
具
体
相
以
外

に
真
実
の
世
界

(法
界
)
は
あ
り
え
な
い
。
「
六
大
法
界
体
性
所
成
之
身

(六
大
法
身
)」
は
、
法
界

(物
象
的
で
あ
る
と
同
時
に
覚
証
的
で
あ
る
存
在

そ
の
も
の
)
の
体
性
で
あ
る
六
大
か
ら
成
る
現
実

の
わ
れ
わ
れ

の
身
体

的
自
己

(現
存
)
と
し
て
現
成
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
真
言
密
教

に
お

け
る
性
相
常
住
の
本
体
論
的
立
場
に
お
い
て
は
、
凡
夫
衆
生
の
現
実

の

身
体
的
自
己

(現
身
)
は
、
ま
さ
し
く

「
六
大
無
碍
常
喩
伽
」
の
当
体
、

す
な
わ
ち
宗
教
的
非
対
象
化
的
主
体

(覚
存
)
と
し
て
即
身

の
位
格

に

立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
、
諸
法
縁
起

の
当
相
が

そ
の
ま
ま
真
実
法
界

で
あ
る

(「即
事
而
真
、
当
相
即
道
」)
と
い
う
、
生

命

の

「事
」
の
絶
対
肯
定
に
立
つ

「果
上
表
徳
」
の
六
大
縁
起
と
し
て

の
曼
茶
羅
世
界
観
の
深
理
趣
な
の
で
あ
る
。

空
海

の
独
創
的
な
包
括
的
現
実
生
命

の
密
教

哲
学

は
、
六
大
体
大

-170-



(理
具
)
・
四
曼
相
大

(顕
得
)
・
三
密
用
大

(加
持
)
お
よ
び

「
即
」
の
三

大

(体
・
相
・
用
)
の
響
和
的
活
動
性

(p
e
r
s
o
n
a
l
 
a
c
t
i
v
i
t
y
)
の

現
証
的

基
軸
で
あ
る
即
身

(
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
 
P
e
r
s
o
n
)
に

お
け
る
生
命

の
根

源
的
直
観

の
事
態
と
し
て
、
物
象
的

・
覚
証
的
展
開
と
し

て
の

「
本

有
」

の
世
界
観

(曼
茶
羅
世
界
観
)
と

「修
生
」
の
実
践

(即
身
成
仏
-
世

間
成
就
)
と
の
統

一
的
体
系
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
統

一
的
体
系

の

構
造
的
基

軸
を
な
す
即
身
こ
そ
、
宇
宙
生
命
の
象
徴
的
曼
茶
羅
世
界

の

位
相
的
原
理

(
t
o
p
o
l
o
g
i
c
a
l
 
p
a
r
i
n
c
i
p
l
e
)
な

の
で
あ

る
。
「
心
身

一
如
」

お
よ
び

「個
全

一
如
」
の
当
体
で
あ
る
即
身

(覚
存
)
は
、
「即

(現

・
法
)

身
」
と
し
て
、
個
的
全
の

「法
身

(法
界
、
法
然
の
六
大
、
根
源
的
現
実
)」

と
全
的
個

の

「現
身

(世
界
、
世
聞
、
随
縁
の
六
大
、
日
常
的
現
実
)」
と

に
位
相
転
換
す
る
。
「
生
命
の
円
環
」
(拙
著

<即
身
の
哲
学
>
理
想
社
刊
、

二
八
四
頁
参
照
)
に
お
け
る

「法
身
-
即
身
-
現

身
」
の
各
-
印

は
、
y

=
f
(
x
)
とし
て
位
相
転
換
す
る

「
即
身

の
世
界
」
の
図
式
的
開
示
で
あ

る
。
「
生
命
の
円
環
」
図
式
の

「現
身
-
法

身
」
は
、
四
次
元
な

い
し

準
五
次
元
存
在
で
あ
る
衆
生
の
往
相
向
上
門
と
し
て
、
生
命
の
凝
収
三

六
〇
度
転
回

(正
対
応
)
と
し
て
の

「発
心

(回
心
)
、
修
生
」
の
位
相
転

換
で
あ
り
、
か
つ

「
法
身
-
現

身
」
は
、
超
次
元
実
在
で
あ
る
法
身
大

日
如
来

の
還
相
向
下
門
と
し
て
、
生
命

の
拡
散
三
六
〇
度
逆
転
回

(逆

対
応
)
と
し
て
の

「済
度

(摂
取
)
、
本
有
」
の
位
相
転
換
の
径
路
と
方

向
を
表
示

し
、
し
か
も
そ
の
両
者
の
往
還
相
即
す
る
当
体
が
、
五
次
元

存
在
と
し

て
の
全
人
的
宗
教
的
実
存
で
あ
る
即
身

(覚
存
)
の
位
相

な

の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
法
身
大
日
如
来

の
智
体
悲
用
の
現
証
的
当

体
で
あ
る
菩
薩
身
と
し
て
の
覚
存
の

「
即

(現

・
法
)
身
」
に
お
け
る

「即
法
身
」
は
、
「
上
求
菩
提
」
の

「成
仏

(智
)」

の
位
相
で
あ

り
、

「即
現
身
」
は

「
下
化
衆
生
」
の

「
化
他

(悲
)
」

の
位
相
で
あ
る
こ
と

が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

 
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
形
而
上
学
体
系

の
基
軸

を
な
す
現
実
的
統
体
と
し
て
の
現
実
的
機
縁
は
、
実
体
的
な
も

の
で
は

な
く
、
過
程
的
事
象

(出
来
事
)
的
な
世
界
を
構

成
す
る
究
極
的
実
在
と

し
て
の
位
相
的
原
理
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
物
理
的

「場
」

の
焦
点

的
座
標
的
原
点
を
形
而
上
学
的
に

一
般
化
し
た
、
意
識
的
主
体
か
ら
物

理
的
物
体
に
お
よ
ぶ
全
実
在
的
事
物
を
包
括
す
る
経
験
的
機
縁
な
の
で

あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
が
物
心

一
如
的
な
世
界
把
握
の
方
法
を
整
序

し
て
形
而
上
学
と
し
て
の
宇
宙
論
を
体
系
づ
け
た
の
に
対
し
て
、
空
海

は
六
大
そ
の
も
の
で
あ
る
世
界
す
な
わ
ち
現
身
と
、
法
界
す
な
わ
ち
法

身
と
を
、
即
身
を
基
軸
と
し
て
綜
合
統

一
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の

独
創
的
な
密
教
哲
学
体
系
を
組
織
だ
て
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
即

身
こ
そ
、
「金
胎
不
二
」
、
「
色

(物
)
心
不
二
」

の
覚
体

で
あ
る
法
身
大

日
如
来

の
自
内
証
そ
の
も

の
と
し
て
の
宇
宙
生
命

の
象
徴
的
曼
茶
羅
世

界
の
位
相
的
原
理
な
の
で
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
に
お
け
る

「現
実

的
機
縁
」
と
空
海
に
お
け
る

「即
身
」
と
を
比
較
哲
学
的
に
考
察
す
る

と
き
、
思
想
史
的
状
況

(
時
-
処
-
位
)の
相
違

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ

の
構
想
に
興
味
深

い
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。

空
海

と
ホ
ワ
イ
ト

ヘ
ッ
ド
に
お
け
る
位
相
的
原
理

の
考
察

(
吉

原
)
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